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１．実施概要 

（１） 事業者名：東北電力株式会社 

（２） 事業所名：女川原子力発電所 

（３） 検査実施期間：令和２年４月１日～令和２年６月３０日 

（４） 検査実施者：女川原子力規制事務所 

               川ノ上 浩文 

               初岡  賢政 

              米倉  英晃 

     検査補助者：女川原子力規制事務所 

           松原 匡 

           出水 宏幸 

   

２．指摘事項概要一覧 

 （１） 

件名 
女川原子力発電所２号機 不適切な表面汚染密度測定による作業

員の内部被ばく 

監視領域（小分類） 従業員に対する放射線安全 

ガイド 

検査項目 

検査対象 

BR0010 放射線被ばくの管理 

汚染区域における作業管理 

原子炉再循環系試料採取ライン第二隔離弁の保全活動 

指摘事項の重要度／

深刻度 
緑／SＬⅣ（通知なし） 

指摘事項等の概要 

女川原子力発電所２号機 長期停止（機械）保管状況確認点検

工事原子炉再循環系弁点検において、不適切な弁棒の表面汚染密

度測定により、放射性物質の汚染レベルに応じた被ばく防護対策が取ら

れない状態で弁棒の手入れ作業を行ったため、弁棒の分解点検を行っ

ていた作業員に内部被ばくが発生した。 

放射線管理仕様書等では、放射性物質による汚染レベルに応じた

被ばく防護対策を講じて作業することとしているが、被ばく防護対策を決

定する表面汚染密度の測定及び測定結果の確認が適切に実施できな

かったことは、ＱＭＳ文書に基づき作成した計画書等が適切でなかったこ

とによるものであり、保安規定第３条「７．１業務の計画」のパフォーマンス

劣化と判断する。 

このパフォーマンス劣化により適切な放射線管理が行われなかった結

果、意図しない内部被ばくが発生していることから、「従業員に対する放
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射線安全」の監視領域（小分類）の目的に影響を及ぼしており、検査指

摘事項に該当する。 

安全重要度は低く、深刻度評価でも考慮すべき問題点は確認され

なかったことから「緑－SLⅣ（通知なし）」と判定した。 

指摘年月日 

整理番号 

令和２年７月８日 

J04-202007-01 

 

３．運転等の状況 

号機 出力（万ｋＷ） 検査期間中の運転、停止、廃止措置及び建設の状況 

１号機 ５２．４ 廃止措置中（使用済燃料プールに使用済燃料を貯蔵中） 

２号機 ８２．５ 停止中 

３号機 ８２．５ 停止中 

 

４．検査内容 

検査は、検査対象に対して適切な検査運用ガイド（以下単に「ガイド」という。）を使用して実施した。検

査対象については、原子力検査官の原子力施設内巡視等により確認したリスク情報等を考慮して検査

対象を選定し検査を行った。検査においては、事業者の実際の保安活動、社内規準、記録類の確認、

事業者への聞き取り等により事業者の活動状況を確認した。ガイドは、原子力規制委員会ホームページ

に掲載されている。 

第１四半期は、以下のとおり検査を実施した。 

 

４．１ 日常検査 

（１） ガイド BM1040 ヒートシンク性能 

検査項目 ヒートシンク性能 

検査対象  

１） ３号 RCW 熱交換器(B)及び(D)開放点検の現場確認 

２） ３号 RCW 熱交換器(B)及び(D)渦流探傷検査結果確認 

  

（２） ガイド BM0100 設計管理 

検査項目 設計管理の適切性 

検査対象  

１） 設計管理資料の確認 

 

（３） ガイド BM0110 作業管理 

検査項目 作業管理 

検査対象  

１） ２号機関連作業資料確認 
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（４） ガイド BO0010 サーベイランス試験 

検査項目 標準的な検査 

検査対象  

１） ３号機 中央制御室再循環送風機手動起動試験 現場確認 

２） ３号機 中央制御室再循環送風機手動起動試験 記録確認 

 

（５） ガイド BO1020 設備の系統構成 

検査項目 標準的系統構成 

検査対象  

１） ３号機 中央制御室再循環送風機手動起動試験 現場確認 

２） ３号機 中央制御室再循環送風機手動起動試験 記録確認 

 

（６） ガイド BO1040 動作可能性判断及び機能性評価 

検査項目 動作可能性判断及び機能性評価 

検査対象  

１） ３号機 中央制御室再循環送風機手動起動試験 現場確認 

２） ３号機 中央制御室再循環送風機手動起動試験 記録確認 

３） 大容量電源装置１号機不適合対応 

 

（７）ガイド BO1070 運転員能力 

検査項目 中央制御室・現場での運転員の活動状況 

検査対象  

１） ３号機 中央制御室再循環送風機手動起動試験 現場確認 

２） ３号機 中央制御室再循環送風機手動起動試験 記録確認 

 

検査項目 運転責任者認定試験の適切性 

検査対象  

１） 講習会場の環境整備状況 

２） 試験立会人の配置状況 

３） 配布資料の管理状況 

 

（８）ガイド BE0010 自然災害防護 

検査項目 自然災害防護 

検査対象  

１） 電源確保訓練状況 現場確認 

２） 電源確保訓練状況 記録確認 
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（９）ガイド BE0090 地震防護 

検査項目 地震防護 

検査対象  

１） 電源確保訓練状況 現場確認 

２） 電源確保訓練状況 記録確認 

 

（１０）ガイド BE0100 津波防護 

検査項目 津波防護 

検査対象  

１） 代替注水訓練状況 現場確認 

 ２） 代替注水訓練状況 記録確認 

 ３） アクセスルート確保訓練 記録確認 

 

（１１）ガイド BR0010 放射線被ばくの管理 

検査項目 放射線被ばくの管理 

検査対象  

１） 女川原子力発電所２号機 不適切な表面汚染密度測定による内部被ばくの発生 

 

（１２）ガイド BR0070 放射性固体廃棄物等の管理 

検査項目 放射性固体廃棄物等の管理 

検査対象  

１） セメントの産地変更に伴う対応 

 

（１３）ガイド BM0060 保全の有効性評価 

    検査項目 施設管理目標の監視及び評価 

    検査対象  

１） 保全の有効性検討会資料確認 

 

４．２ チーム検査 

なし 

 

５．検査結果 

５．１ 指摘事項の詳細 

 （１） 

件名 
女川原子力発電所２号機 不適切な表面汚染密度測定による作業

員の内部被ばく 

監視領域（小分類） 従業員に対する放射線安全 
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ガイド 

検査項目 

検査対象 

BR0010 放射線被ばくの管理 

汚染区域における作業管理 

原子炉再循環系試料採取ライン第二隔離弁の保全活動 

指摘事項の重要度／

深刻度 

緑／ＳＬⅣ（通知なし） 

指摘事項等の概要 

女川原子力発電所２号機 長期停止（機械）保管状況確認点検

工事原子炉再循環系弁点検において、不適切な弁棒の表面汚染密

度測定により、放射性物質の汚染レベルに応じた被ばく防護対策が取ら

れない状態で弁棒の手入れ作業を行ったため、弁棒の分解点検を行っ

ていた作業員に内部被ばくが発生した。 

放射線管理仕様書等では、放射性物質による汚染レベルに応じた

被ばく防護対策を講じて作業することとしているが、被ばく防護対策を決

定する表面汚染密度の測定及び測定結果の確認が適切に実施できな

かったことは、ＱＭＳ文書に基づき作成した計画書等が適切でなかったこ

とによるものであり、保安規定第３条「７．１業務の計画」のパフォーマンス

劣化と判断する。 

このパフォーマンス劣化により適切な放射線管理が行われなかった結

果、意図しない内部被ばくが発生していることから、「従業員に対する放

射線安全」の監視領域（小分類）の目的に影響を及ぼしており、検査指

摘事項に該当する。 

事象の説明 

令和２年３月２６日 女川原子力発電所２号機 長期停止（機械）

保管状況確認点検工事原子炉再循環系弁点検で原子炉再循環系

試料採取ライン第二隔離弁（以下「当該弁」という。）の弁棒の分解点

検を行っていた作業員は、管理区域からの退出時、顔面部に３．２４Ｂｑ

／ｃｍ２の汚染があることが確認された。ホールボディカウンタで測定したと

ころＣｏ－６０が検出され、内部被ばくによる預託実効線量は０．０５ｍＳ

ｖと評価された。事象発生後、検査官は事業者より直ちに報告を受け

た。なお、当作業員の３月２６日の外部被ばく線量は０．０３ｍＳｖであっ

た。 

当該弁の分解点検を実施するため３月２４日に除染作業を行った。

除染作業は、放射線管理仕様書、工事要領書等に従い、青服、ゴム

手袋一重、長靴及び半面マスクの装備で、ビニール袋の中で弁体、弁

箱及び弁棒を濡れウエスで拭き取ることにより行った。除染完了は、当該

弁各部の汚染がスミヤ法による表面汚染密度測定により３００ｃｐｍ（３

Ｂｑ／ｃｍ２）まで低下したことを確認し判断した。しかし、弁棒のベローズ
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溝部分については完全に除染できず、最大３５，０００ｃｐｍの汚染が存

在していた。この表面汚染密度測定を行った放射線管理員は、ベローズ

溝部分の放射性物質に対する考慮が欠けていたことにより、ベローズ溝

部分の汚染物質をスミヤろ紙に付着させることができず、スミヤ法による

適切な表面汚染密度測定が実施できていなかった。また、このスミヤ測

定の結果をもって上述の除染完了の判断及び被ばく防護対策の決定を

行った。管理区域を設定する手順書等にも高汚染物が付着したベロー

ズ溝部分の放射性物質について、スミヤ法による汚染密度の測定が困

難であること等の注意喚起等の記載がなかった。なお、当該放射線管理

員は、高汚染物が付着した玉形弁や仕切弁（形状が単純）の表面汚

染密度測定の経験はあったが、高汚染物が付着したベローズ弁（形状が

複雑）の表面汚染密度測定は初めてであった。 

３月２６日の弁棒の手入れ作業は、３００ｃｐｍ（３Ｂｑ／ｃｍ２）の汚染

レベルに応じた被ばく防護装備である、青服、ゴム手袋一重及び長靴を

着用し、空気中への汚染の拡散を防ぐ目的によりビニール袋内（手を入

れる部分は開口状態）で、濡らした研磨材による磨き、洗浄スプレーによ

る仕上げ等を実施した。この作業時に残存した汚染がビニール袋の開口

部から散逸し、口または鼻から吸入したと推定され、意図しない内部被

ばくが発生した。 

指摘事項の重要度評

価等 

［パフォーマンス劣化］ 

放射線管理仕様書等では、放射性物質による汚染レベルに応じた

被ばく防護対策を講じて作業することとしていたが、適切な表面汚染密

度測定ができていなかった。これは、ベローズ溝部分に残存する放射性

物質への考慮、被ばく防護対策を決定する重要データの適切性確認方

法及び高汚染のベローズ弁の表面汚染密度測定の計画等が十分なも

のとなっていなかったことによるものであり、保安規定第3条「７．１業務の

計画」のパフォーマンス劣化に該当する。すなわち、高汚染物が付着した

ベローズ溝部分の表面汚染密度をスミヤ法で測定することは困難であっ

たが、一方でベローズ溝部分に放射性物質が付着しているおそれがある

ことは予測可能であり、適切な測定器による直接法または十分な経験を

積んだ者によるスミヤ法による測定結果の妥当性の判断を実施していれ

ば今回のような不適切な表面汚染密度測定は防止可能であったと考え

る。 したがって、本事項についてパフォーマンス劣化があったと判断する。 

［スクリーニング］ 

高汚染物の物品を扱う場合は、放射線管理上重要なデータは適切

なものである必要があるが、本パフォーマンス劣化によりデータ収集が不

適切なものとなり、その結果、適切な被ばく防護対策を取ることができ
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ず、意図しない内部被ばくが発生した。したがって、このパフォーマンス劣

化は、監視領域（小分類）の「従業員に対する放射線安全」の「プログラ

ム及びプロセス」に関連付けられ、その目的に悪影響を及ぼしており、指

摘事項に該当する。 

［重要度評価］ 

 検査指摘事項の重要度を評価するため「原子力安全に係る重要度

評価に関するガイド」「附属書３従業員放射線安全に関する重要度評

価ガイド」「３．放射線被ばく管理」を適用した。評価項目３．１に関し

て、法令に定める線量限度及び等価線量限度の超過はなかった。３．２

に関して、当該弁の汚染状況及び放射性物質の飛散防止対策の状況

から、線量限度超過の可能性はなかった。３．３に関して、事業者の線

量の評価能力全体としては問題なかった。以上のことから重要度は「緑」

と判定する。 

規制対応措置 

［深刻度評価］ 

 検査指摘事項は、保安規定第３条「７．１業務の計画」のパフォーマン

ス劣化であり、「原子力規制検査における規制対応措置に関するガイ

ド」に基づき評価を行った結果、深刻度の評価において考慮する「規制

活動への影響」等の要素は確認されなかったことから、指摘事項の重要

度の評価結果を踏まえ、事象の深刻度は「ＳＬⅣ」と判定する。また、当

該事象は既に是正に着手しているなど、同ガイド「３．３（２）」の要件を

満足していることから、違反等の通知は実施しない。 

指摘年月日 

整理番号 

令和２年７月８日 

J04-202007-01 

 

５．２ 未決事項 

なし 

 

５．３ 検査継続案件 

なし 

 

６．確認資料 

６．１ 日常検査 

（１） ガイド BM1040 ヒートシンク性能 

検査項目 ヒートシンク性能 

資料名 

・３号機 第４回長期停止期間機器点検修繕工事（機械）原子炉補機冷却水系熱交換器（A）
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（B）（C）（D）開放点検 工事要領書（２０２０年１月２１日） 

・３号機 第４回長期停止期間機器点検修繕工事（機械）原子炉補機冷却海水ストレーナ・

旋回弁（A）（B）（C）（D）開放点検 工事要領書（２０２０年１月２４日） 

・女川原子力発電所 第３号機 RCW-Hx B 号機 渦流探傷検査（令和２年５月２２日） 

・女川原子力発電所 第３号機 RCW-Hx D 号機 渦流探傷検査（令和２年５月２９日） 

 

（２） ガイド BM0100 設計管理 

検査項目 設計管理の適切性 

資料名 

・女川原子力発電所 第２号機 新規制基準への適合のための設計および工事に係る業務計

画書の第２回改正について（令和２年４月３日） 

・女川原子力発電所 第２号機 再稼働設工認のインプットについて（令和２年４月３日） 

 

（３） ガイド BM0110 作業管理 

検査項目 作業管理 

資料名 

・女川原子力発電所第２号機 サブマスター工程表（R２年３月～６月）（令和２年４月２３日） 

 

（４） ガイド BO0010 サーベイランス試験 

検査項目 標準的な検査 

資料名 

・女川原子力発電所３号機 機器配置図集（改５） 

・女川原子力発電所３号機 配管計装線図集（改０） 

・女川原子力発電所３号機 第１０編 定期試験手順書（改１２７） 

・女川原子力発電所３号機 設備概要（改０） 

・定期試験記録 女川３号機 中央制御室再循環送風機手動起動試験（令和２年４月９日） 

 

（５） ガイド BO1020 設備の系統構成 

検査項目 標準的系統構成 

資料名 

・女川原子力発電所３号機 機器配置図集（改５） 

・女川原子力発電所３号機 配管計装線図集（改０） 

・女川原子力発電所３号機 第１０編 定期試験手順書（改１２７） 

・女川原子力発電所３号機 設備概要（改０） 

・定期試験記録 女川３号機 中央制御室再循環送風機手動起動試験（令和２年４月９日） 

 

（６） ガイド BO1040 動作可能性判断及び機能性評価 

検査項目 動作可能性判断及び機能性評価 
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資料名 

・女川原子力発電所３号機 機器配置図集（改５） 

・女川原子力発電所３号機 配管計装線図集（改０） 

・女川原子力発電所３号機 第１０編 定期試験手順書（改１２７） 

・女川原子力発電所３号機 設備概要（改０） 

・定期試験記録 女川３号機 中央制御室再循環送風機手動起動試験（令和２年４月９日） 

・詳細票（不適合処置）大容量電源装置１号機「エンジン重故障」他警報発生 

・女川原子力発電所 大容量電源装置１号機 「エンジン重故障」他警報発生事象についての

質問事項への回答 

・詳細票（不適合処置）大容量電源装置１、２号機における「起動渋滞」警報発生について 

・詳細票（不適合処置）大容量電源装置３号機「エンジン・補機故障（起動渋滞）」警報発生 

・詳細票（不適合処置）大容量電源装置３号機「エンジン・補機故障（起動渋滞）」警報発生 

・詳細票（不適合処置）大容量電源装置１号機「エンジン・補機故障（起動渋滞）」警報発生 

・詳細票（不適合処置）大容量電源装置３号機「エンジン重故障」他警報発生 

・女川原子力発電所大容量電源装置設置工事 待機電源分電盤・発電機補機盤 展開接

続図 

 

（７） ガイド BO1070 運転員能力 

検査項目 中央制御室・現場での運転員の活動状況 

資料名 

・女川原子力発電所３号機 第１０編 定期試験手順書（改１２７） 

 

検査項目 運転責任者認定試験の適切性 

資料なし 

 

（８） ガイド BE0010 自然災害防護 

検査項目 自然災害防護 

資料名 

・女川原子力発電所 非常災害対策実施要領書（第５１回改正） 

・保修業務実施要領書（第７９回改正） 

・安全機能への影響の評価（保全部電気 G R２年５月２６日確認、原子炉 G R２年５月２９日

確認） 

・女川原子力発電所 電源機能等喪失時における原子炉施設の保全のための活動に係る対

応要領書（第４７回改正） 

・故障・トラブル時等の対応手順書（第１７７回改正） 

・令和２年 ４月電源確保訓練について（R２年４月１６日決定） 

・原子力発電所運転員の教育・訓練要領（第２回改正） 

・訓練実施による習熟度確認シート（３月実績）（R２年３月１８日報告） 
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・電源確保訓練における評価実施確認表（R２年４月３０日報告） 

・パトロール要領書（第３７回改正） 

・女川原子力発電所第２号機 第９編 パトロール手順書（第５５回改正） 

・発電管理グループ関係業務力量個人管理票（令和２年６月１０日評価） 

・２０２０年度高圧応急用電源車の点検・訓練等に係る業務計画書（R２年４月１日決定） 

・年間整備計画表（令和２年４月３０日報告） 

・月間整備計画表（令和２年２月５日報告） 

・２０２０年度 女川原子力発電所 緊急時対応訓練計画表（２０２０年３月３１日決定） 

 

（９） ガイド BE0090 地震防護 

検査項目 地震防護 

資料名 

・女川原子力発電所 非常災害対策実施要領書（第５１回改正） 

・女川原子力発電所 電源機能等喪失時における原子炉施設の保全のための活動に係る対

応要領書（第４７回改正） 

・故障・トラブル時等の対応手順書（第１７７回改正） 

・地震後健全性点検記録調査委員会要領書（第６回改正） 

・東北電力株式会社女川原子力発電所第１号機 地震後の中央制御室制御盤状態確認チ

ェックシート（令和２年５月１８日地震計動作） 

・東北電力株式会社女川原子力発電所第２号機 地震後の中央制御室制御盤状態確認チ

ェックシート（原子炉冷温停止・燃料交換中）（令和２年５月１８日地震計動作） 

・東北電力株式会社女川原子力発電所第３号機 地震後の中央制御室制御盤状態確認チ

ェックシート（原子炉冷温停止・燃料交換中）（令和２年５月１８日地震計動作） 

・東北電力株式会社女川原子力発電所第１号機 地震後のパトロールチェックシート（原子炉

冷温停止・燃料交換中）（制御建屋パトロールチェックシート：平成３０年１０月２６日地震計動

作） 

・東北電力株式会社女川原子力発電所第２号機 地震後のパトロールチェックシート（原子炉

冷温停止・燃料交換中）（制御建屋パトロールチェックシート：平成３０年１０月２６日地震計動

作） 

・原子力防災資機材等の点検記録（総務 G 関係）（令和２年５月分） 

・令和２年 ６月電源確保訓練について（R２年６月１６日決定） 

 

（１０） ガイド BE0100 津波防護 

検査項目 津波防護 

資料名 

・女川原子力発電所 非常災害対策実施要領書（第５１回改正） 

・女川原子力発電所 電源機能等喪失時における原子炉施設の保全のための活動に係る対

応要領書（第４７回改正） 
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・原子力災害対策実施手順書（第５３回改正） 

・故障・トラブル時等の対応手順書（第１７７回改正） 

・地震後健全性点検記録調査委員会要領書（第６回改正） 

・２０２０年度 女川原子力発電所 緊急時対応訓練計画表（２０２０年３月３１日決定） 

・代替注水車による代替注水訓練（第１３２回目）の実施について（令和２年５月１５日決定） 

・女川原子力発電所 代替注水訓練教育資料（個別訓練）（平成３１年４月１日改正４） 

・代替注水車による代替注水訓練（第１３３回目）の実施について（令和２年６月１１日決定） 

・アクセスルート確保訓練実施計画書（２０２０年６月１５日決定） 

・ホイールローダー月例自主検査記録表（２０２０年１月分～６月分） 

・緊急安全対策等に係る訓練 ふりかえりシート（令和２年４月２３日実施、令和２年６月２３日

実施） 

・令和２年度アクセスルート確保訓練参加計画表（ホイルローダー、バックホウ）（令和２年４月１

日決定） 

・重機資格取得者一覧表（令和２年４月１日現在） 

 

（１１） ガイド BR0010 放射線被ばくの管理 

検査項目 放射線被ばくの管理 

資料名 

・東北電力株式会社 女川原子力発電所 第２号機 長期停止（機械）保管状況確認点検

工事 原子炉再循環系弁点検（その１） 工事要領書 

・内部取り込み事象に係る資料について 

・被服・保護具管理手順書（第３２回改正） 

・危険予知活動票（Ｒ２年３月２６日） 

・２号 放射線管理記録 体表面汚染者発生に伴う確認サーベイ 

・放射線作業日報（個別）体表面ゲートモニタ管理値超過に伴う追跡サーベイ 

・ＩＣＲＰ Ｐｕｂｌｉｃａｔｉｏｎ ７８ 作業者の内部被ばくの個人モニタリング 

・詳細票（不適合処置）女川２号ＰＬＲ系弁点検に伴う体表面汚染および内部汚染 

・詳細票（是正処置／予防処置（不適合））女川２号ＰＬＲ系弁点検に伴う体表面汚染および

内部汚染 

・女川２号 ＰＬＲ系弁点検に伴う体表面汚染および内部汚染 要因分析図（Ａ女１９０５９５） 

・女川２号 Ｂ３２－Ｆ０１４除染・手入れ時の廃棄物発生状況 

・２号機 放射線作業日報（個別）弁棒ベローズ部及び作業で使用したゴミ袋汚染確認 

・電離放射線健康診断個人票 

・女川２号 ＰＬＲ系弁点検に伴う体表面汚染および内部汚染 事象関連図（Ａ女１９０５９５） 

・管理区域設定手順書（第３１回改正） 

・女川原子力発電所２号機管理区域内における作業員の微量な放射性物質の体内への取り

込みについて（案） 

・指摘問題点に対する当社見解について 
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・体表面汚染記録 身体汚染 令和２年３月２６日 

・簡易グローブボックス作業の流れ 

 

（１２） ガイド BR0070 放射性固体廃棄物等の管理 

検査項目 放射性固体廃棄物等の管理 

資料名 

・セメントの産地変更に伴う対応方針 

・女川原子力発電所セメント固化体コア調査業務委託仕様書 

・保修作業依頼票「濃縮廃液ポンプ入口圧力低」ＡＮＮ発生 

・詳細票（不適合処置）Ｏ－１「濃縮廃液ポンプ入口圧力低」ＡＮＮ発生 

・保修作業依頼票 １号機 濃縮廃液ポンプ出口圧力計指示オーバースケール 

・詳細票（不適合処置）Ｏ-１濃縮廃液ポンプ出口圧力計指示オーバースケール 

・放射性固体廃棄物管理手順書（第７６回改正） 

・均質・均一固化体および充填固化体製作業務手順書（第１１回改正） 

・放射性固体廃棄物固化処理通知書（セメント固化）発行番号第６２８号 

・女川原子力発電所第１号機固化装置運転日誌（１／４）令和２年５月２７日水曜日 

・女川原子力発電所第１号機固化装置運転日誌（２／４）セメント固化（粉末樹脂、濃縮廃液）

令和２年５月２７日水曜日 

・均質・均一固化体製作設備の点検結果について（通知）令和２年４月２１日 

・洗浄液ミキシング運転 Ｒ２．５．２７ Ｏ１－２０－０００４Ｃ 

・濃縮液ミキシング運転 Ｒ２．２．２７ Ｏ１－２０－０００１Ｃ 

 

（１３）ガイド BM0060 保全の有効性評価 

    検査項目 施設管理目標の監視及び評価 

    資料名 

・保全の有効性評価（女川１号機 第２０保全サイクル安全維持点検（４回目）後）結果の概要

（令和元年１２月１７日） 

・女川１～３号機 過去の保全の有効性評価のフォローアップについて（令和元年１２月１７日）  

 

６．２ チーム検査 

    なし 


